






要約:昭和 60 年 1 月より昭和63 年 2 月まで 91例の胎児エコーを施行し、内 2例に外科的

疾患が発見された。先天性完全房室ブロックの症例は妊娠 26 週から追跡し出生後にペース

メーカー植え込み術を施行した。エプスタイン奇形の症例は肺動脈エコーと肺動脈血流が

確認できないこと、卵円孔の右左短絡が増加していることから肺動脈閉鎖の合併を出生前

に正しく診断することができた。 


